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持続的な成長に向けた取り組み

⚫ サステナビリティイノベーション（SI)事業とデジタルイノベーション（DI）事業の拡大

⚫ 2025年度には連結売上収益の約6割を占めるまで拡大させる計画

AP-G 2025の成長領域AP-G 2022の
成長領域

SI＆DIプロジェクト

海淡用ＲＯ膜

航空機用
炭素繊維

環境対応
オフセット印刷版

がん抗体医薬

半導体製造・検査装置

亜臨界水による
ケミカルリサイクル

ポリイミド

H２製造用電解質膜

膜利用
バイオプロセス

防護服

がん細胞TRK-950

1

LI事業

GR事業

ＳＩ事業
サステナビリティ
イノベーション事業

(*1)

*1．「東レグループ  

サステナビリティ・ビ

ジョン」の実現に貢献

する事業・製品群

気候変動対策を加速させる製品

持続可能な循環型の資源利用と

生産に貢献する製品

安全な水・空気を届け、

環境負荷低減に貢献する製品

医療の充実と公衆衛生の普及

促進に貢献する製品

ＤＩ事業
デジタル

イノベーション事業

デジタル技術の浸透により、利便性や

生産性の向上に貢献する材料、装置、

技術、サービスなど

2

3

4
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売上収益

東レの事業拡大の歴史

成長領域にコミットし サステナビリティ・イノベーション（ＳＩ）事業を拡大

ＬＩ

2025目標

売上収益

ＳＩ

16,000

億円

28,000

億円

24,893

億円

ＧＲプロジェクト開始

ＬＩプロジェクト開始

2022

コロナ禍

米Ｚｏｌｔｅｋ社を買収
韓ウンジンケミカル社の株式取得契約を締結
東レﾊﾞｯﾃﾘｰｾﾊﾟﾚｰﾀﾌｨﾙﾑ株式会社を設立

インドネシアで衛材用ＰＰスパンボンド増設

ボーイング社との包括的長期契約を締結
独Ｇｅｅｎｅｒｉｔｙ社を設立

中国華南地区でPPスパンボンド増設

土浦工場で
“トレファン”増能

ｈｉｔｏｅTMのウェアラブル事業展開
サウジにToray Membrane Middle East設立

蘭TenCate社の株式取得契約を締結

サウジ最大の
ROプラント
向け受注

年度

ＧＲ

ＳＩ

12,828

億円
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現状 2050年

東
レ
グ
ル
ー
プ
の

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

◼ ゼロエミッション電力・燃料の
利用最大化

◼ 既存生産プロセスの高効率化
◼ 革新的低GHG排出生産技術の開発
◼ リサイクル・バイオ技術の開発、
利用最大化

◼ CO2資源化・吸収へのチャレンジ

水素タンク用
炭素繊維

風力発電翼用
炭素繊維

CO2分離膜

回収PETボトルを
活用した
「&+®（アンドプラス）」

現状

社
会
全
体
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

2050年

水処理膜

ＳＩ事業の還元

ＳＩ事業の還元

削減貢献

吸収貢献

カーボンニュートラルへの取り組み

サステナビリティイノベーション事業（ＳＩ事業）を通じて社会のＧＨＧ排出量削減に貢献します。ＳＩ事業拡大で実現した再エネ電力・

水素・低カーボンフットプリント原料などを最大限利用し、自社のＧＨＧ排出量（＊）削減も推進していきます

事業活動へのGHG削減技術導入SI事業によるGHG削減貢献拡大

2050年に自社のカーボンニュートラルを実現社会のカーボンニュートラル実現に貢献

2030年度目標
［2013年度比］

生産活動による
GHG排出量

東レグループ全体の売上収益原単位 50%以上削減

日本国内の排出量 40%以上削減

2030年度目標
［2013年度比］

サステナビリティイノベーション製品の供給 4.5倍

バリューチェーンへのCO2削減貢献量 25倍

（対応するKPI） （対応するKPI）

（＊：Ｓｃｏｐｅ１、２、３）



カーボンニュートラル実現に貢献する水素

Ⅱ
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２
０
５
０
年

現
在

最終消費２次エネルギー

カーボンニュートラルへの水素の貢献

水素はカーボンニュートラル達成のカギを握る

Bloomberg 「New Energy Outlook 2021」
Greenシナリオを元に当社作成

１次エネルギー

化石

燃料

再エネ
＋

原子力

風力

太陽光
電
力

水
素

工
業

建
物

〇 2050年カーボンニュートラル： エネルギーの流れ

運
輸

バイオエネ

石油
天然ガス
石炭

•製鉄
•セメント
•石油化学





•住宅
•商業施設

•車 鉄道
•船舶 航空

非エネルギー
（化学品など）

最
終
消
費

再
エ
ネ

電化困難な分野で水素化が進行

水素

工業

建物

運輸

クリーン電力
電化と
水素化

燃焼

最
終
消
費

工業

建物

運輸

化
石
燃
料 電力

燃焼 供給～
消費で

ＣＯ２

排出

エネルギー転換

水素化

水素化

水素化
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各国の水素への取り組み
［「Hydrogen Council 『Hydrogen Insights 2023』を元に当社作成］

■世界の水素関連プロジェクト（～2030年）〇欧州

•30年グリーン水素域内
外で各１千万トン／年

•30年域内実装の水電解
装置～100ＧＷ

〇中国

•２５年再エネ由来水素
～２５万トン／年

〇米国

•30年クリーン水素生産
～１千万トン／年

•31年水素コスト＄１/ｋｇ

•法制化された税優遇と
クリーン水素ハブ

〇日本

•３０年クリーン水素供給
～３百万トン／年

•３０年国内外実装の水電
解装置～１５GW

•30年水素価格３０円／
N㎥ （$2.4/kg）†

†：為替前提＝140円／＄

〇そのほかの国・地域

•チリ、豪、印、中東、アフリカなどの世界の再エネ富国が、自国需要を満足
させた後、水素輸出へ転じる。

水素化は国策として世界で同時進行し、急速に拡大していく 今後のカギは需要創出

投資規模

１６．４兆円

６．４兆円（北米として） ２．４兆円（他アジアの合計）１７．１兆円（南米、豪州、中東、アフリカの合計）

１,０４６件の発表済みプロジェクト
投資総額は４４．８兆円規模

［2023年1月時点、140円／ドル］

２．５兆円

件

件

件

件

件



Copyright © 2023 Toray Industries, Inc. 9

立ち上がる水素市場

■水素の長期需要予測（上図）とクリーン水素への転換（下図）

［Bloomberg 『New Energy Outlook 2022』を元に当社作成］
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2020 2030 2040 2050

グレー水素

ブルー水素

グリーン水素

拡大期移行期

単位：百万トン
前提：Bloomberg社Net-zeroシナリオ

グリーン： 再生可能エネルギー由来
ブルー： グレー＋ＣＯ２回収
グレー： 化石燃料由来

既存需要

新規需要

他エネルギーから水素に転換

 工業（製鉄など）、 発電

建物（住宅、商業施設）

 運輸（商用車ほか） など

全体の８割強がグリーン水素

•規模拡大、コストダウンのサイクルが
廻り、水素は2030年以降 拡大期に

•水素化拡大とともに新規需要拡大

２０５０年に現在の５倍の５億トンへ

水素化

クリーン水素への置換

 アンモニア、メタノール、石油精製



東レの水素戦略  
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東レグループの水素戦略

水素

水

アノード触媒

カソード触媒
ＣＣＭ

セパレータ

ガス拡散層（GDL)など

セパレータ

電解質膜

ＰＥＭ型水電解セル

水源

利用輸送・貯蔵製造

水素のサプライチェーン全般に亘り 独自の先端素材を水素社会実現に向けたソリューションとして提供

水

再エネ電源

風力

太陽光

水電解装置

アルカリ
（ＡＬＫ）型

固体高分子
（ＰＥＭ）型

クリーン
電力 輸送・貯蔵設備

貯蔵タンク
運搬

トレーラー

水素

電解質膜 ＣＰ・ＧＤＬ
ＣＣＭ・ＭＥＡ サブガスケット
タンク用炭素繊維 ライナー樹脂

水素ステーション

タンク用炭素繊維 ライナー樹脂
電解質膜 ＣＣＭ

炭素繊維

隔膜

水処理膜

電解質膜
ＣＰ・ＧＤＬ
ＣＣＭ
サブガスケット

サブガスケット

電気
化学式
水素
圧縮機

工業

化学品、石油精製、
鉄鋼、セメントなど

水素需要家

建物

定置型
燃料電池

発電

混焼・専焼火力

燃料電池

運輸

フォークリフト 乗用車

バス トラック

住宅
商業施設
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水電解システム

キー要素技術

ｓ

当社の製品

水素関連材料・技術の概要

ポリマー技術

最終製品

紡糸技術

炭素繊維

カーボンペーパー／ガス拡散層

炭化水素系電解質膜

触媒付き電解質膜／膜電極接合体

焼成・焼結技術

製膜・コーティング技術

評
価
・分
析
技
術

触媒調合技術
©Siemens Energy

独自の技術を駆使し 水素社会を支えるコア素材を開発・提案

業界トップシェア

業界トップシェア

２０２５年量産開始予定

水電解向けトップシェア

高圧水素ガスタンク

燃料電池システム（定置・モビリティ）

©Toyota
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製 品 1990年～ 2000年～ 2010年～ 2020年～

高圧水素ガス
タンク用炭素繊維

電極用カーボン
ペーパー（CP）

／ガス拡散層
（GDL）

炭化水素系
（HC）電解質膜

触媒付き電解質
膜（CCM）／
膜電極接合体
（ＭＥＡ）

東レの水素関連素材開発の歴史

長期視点で独自の先端素材開発・商業化を推進

• ＦＣ市販車向けに
採用・車種拡大

•愛媛工場・量産設備導入
（ＣＰ、GDL）

商用車展開を加速1982年～ＣＰ開発開始

1961年～
研究開発開始

ロールＣＰ／ＧＤＬ開発

•天然ガスタンク向けで本格採用 •水素ガスタンク向けに展開

T720S上市・品種拡大

•本格量産拡大

T700Sの開発・量産化

• 東レによる買収、
“Greenerity”設立

• 量産開始

•研究・開発を
本格化

• Siemens Energyﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ
• GI基金大型水電解事業開始

２０２５年
量産開始予定

事業拡大
９０年代前半～
Ｄｅｇｕｓｓａ、Ｕｍｉｃｏｒｅ等で各々開発推進

• 第３工場完成

水電解用の開発

ＦＣ用の開発
２０２５年

販売開始予定

東レＧで開発
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お客様の価値独自の技術・強みをお客様の価値に繋げる

東レの強み

水電解システム

・省エネルギー
・水素生成能
・省貴金属
・高耐久性

ｓ

製品

炭素繊維

カーボンペーパー・ガス拡散層

炭化水素系電解質膜

触媒付き電解質膜
／膜電極接合体

©Siemens Energy

・実績が裏付ける高性能・安定品質
・グローバルな生産・技術サポート体制

お客様目線で価値を創出し 分かち合いながら 持続的な成長を目指す

・優れた強度・導電性・ガス透過性を設計
・不純物レス、高表面品位

・ポリマー・膜構造の設計・制御
・優れたガスバリア、プロトン伝導性能

・触媒層の設計・制御
・触媒量低減の極限追求

燃料電池システム（定置・モビリティ）

・燃費向上
・高出力
・安全性
・高耐久性

高圧水素ガスタンク

・軽量化 ・高圧化
・信頼性

©Toyota
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サブガスケット

東レの水素関連製品（１）： フィルム製品

〇 燃料電池セル

ＰＰＳフィルム

“トレリナ”ＴＭ

〇 耐久試験

独自のバリューチェーンと高耐久性・低イオン溶出などの特長を活かし 燃料電池・水電解用に展開

• シール層付設、裁断
•水電解、燃料電池向けに展開

二次加工・最終用途二軸延伸フィルムＰＰＳポリマー

•日韓２極で世界最大の重合能力
•樹脂、フィルム、繊維に一貫展開

•配向結晶化による構造制御
•幅広い厚みバリエーション

ナンバーワン オンリーワン 連携推進

ＰＰＳ：ポリフェニレンサルファイド

ＣＣＭ
ガス拡散層

ガス拡散層

Ｍ
Ｅ
Ａ

■サブガスケット用ＰＰＳフィルム

0

20

40

60

80

100

0 1000 2000 3000

破
断
伸
度
保
持
率
（％
）

処理時間（時間）

ＰＰＳフィルム

現行材料

（９５℃熱水）

ＭＥＡ：膜電極接合体

セパレータ

セパレータ

■ は当社の事業領域

ＣＣＭ

↓ ↓

耐熱性、絶縁性、難燃性、

低イオン溶出、化学安定性

ＣＣＭ：触媒付き電解質膜
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マニホールド

配管

東レの水素関連製品（２）： 樹脂製品、繊維製品

緻密な繊維構造で低抵抗と高ガスバリアを両立

■ アルカリ型水電解用隔膜

隔膜 セパレーターセパレーター 電極電極

〇 アルカリ型水電解装置

〇 セル展開

隔
膜

正
極

負
極

ＯＨ－

酸
素

水
素

電解液電解液

■ 樹脂成型品（ＰＰＳ）

低イオン溶出の特長を活かし補器類部材として展開

成型加工
・最終用途

樹脂
コンパウンド

ＰＰＳ
ポリマー

スタックエンドプレート
（ＰＰＳ樹脂）

〇 用途例

水素

空気 水セル

中国トップシェア

気液分離装置

スタックエンドプレート
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原料ガス 有価物

東レの水素関連製品（３）： カーボン・リサイクルへの展開（研究・開発品）

水

バイオマス

バイオガス

排ガス

水素

二酸化
炭素

・アンモニア

 ・メタン

 ・メタノール

・合成燃料

 ・ポリマー

など

・触媒合成

・電気化学プロセス

・バイオプロセス

一酸化
炭素

カーボン・リサイクルに貢献する革新技術の研究・開発を推進

天然ガス

廃プラ

人工光合成

微生物、ガス化

ガス化

水蒸気改質

二酸化炭素回収

各
種
混
合
ガ
ス
の
分
離

水
素
・合
成
ガ
ス
源

Ｃ
Ｏ
２

源

水素細菌によるポリマー原料創出

ＣＯ２、Ｈ２

有用
ケミカル

グリーンイノベーション
基金事業に採択
（６事業者共同）

オールカーボンＣＯ２分離膜高効率水素分離膜

ＣＯ２

供給ガス
独自の中空２層構造炭素繊維
で優れた耐熱性、分離効率、
耐久性、小型化性能を実証

水処理ＲＯ膜技術を
駆使し世界最高レベル
の水素純度を実証

ＲＯ：逆浸透
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１．燃料電池自動車向け 炭素繊維、電極材料 ３．大規模水素製造実証の取り組み （炭化水素系電解質膜）

２．燃料電池・水電解装置向け ＣＣＭ・ＭＥＡ

採用事例及び価値の実証

•トヨタ様ＭＩＲＡＩ、ホンダ様ＣＬＡＲＩＴＹほか、国内外
ＦＣＥＶに、累計３０千台以上の採用実績

（１）ＧＩ基金（2021年9月）

•『大規模ＰＥＭ型水電解装置の開発、熱需要の脱炭素化実
証』に採択（５年間、事業規模～１４０億円、２／３助成）

•欧州中心に 数多くの実証プロジェクトに参画
•燃料電池、水電解市場のリーディングカンパニー •インド（22年4月）、英スコットランド（22年11月）でＦＳ開始

（３）やまなしハイドロジェンカンパニー（YHC、2022年2月）
•国内初のパワーｔｏガス事業会社ＹＨＣ設立
•水素を熱源とした「やまなしモデル」事業開始

（山梨県５０％、東レ２５％、東京電力ＨＤ２５％）

（２）ＳｉｅｍｅｎｓＥｎｅｒｇｙとのパートナーシップ（同上）
•炭化水素膜を実装した水電解装置の事業化
に向けて連携。
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水素関連事業拡大への挑戦

２０３０
（期待値）

２０２５
（目標）

売
上
収
益

２０２２

６００億円

２００億円

３,０００億円

•独自の先端素材を水素バリューチェーン
全体に展開
•お客様と価値を実証しながら持続的な
成長を目指す
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素材には、社会を変える力がある。

水素社会の実現に貢献する
東レの先端材料・サービス

サブガスケットライナー樹脂 エンプラ・成形品 ３Ｄ印刷用パウダー・造形サービス

タンク用炭素繊維 カーボンペーパー（ＣＰ） 隔膜ガス拡散層（ＧＤＬ）

触媒付き電解質膜膜（ＣＣＭ）炭化水素系（HC）電解質膜 膜電極接合体（ＭＥＡ）

分析サービス装置エンジニアリング 水素細菌水素分離膜 ＣＯ２分離膜

ためる・はこぶ

水素ステーション水素トレーラ

電気化学式コンプレッサタンク

つくる

アルカリ型水電解装置

ＰＥＭ型水電解装置

アンモニア、合成メタンなどクリーン燃料

つかう

マテリアルハンドリング 乗用車

定置型燃料電池

バス トラック 電車 船舶

航空 特殊目的車
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本資料中の業績見通し及び事業計画についての

記述は、現時点における将来の経済環境予想等の

仮定に基づいています。

本資料において当社の将来の業績を保証するもの

ではありません。
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